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                                                                     平成11年11月20日（土）

                                                                     春光会関東支部 秋の親睦会                 

鎌倉は武家政治発祥の地であり、将軍家の手厚い保護のもとに、禅宗の大きなお寺が建立された。鎌倉の歴史をひも解くとき、北鎌倉に点在する禅寺を抜きにして語る事は出来ない。

長寿寺：

足利基氏が父尊氏の菩提を弔うために建立した臨済宗のお寺。裏のやぐらにある五輪塔は尊氏の墓と伝えられている。お食事4600円

建長寺：鎌倉五山第一位（臨済宗建長寺派の大本山）

わが国最初の本格的禅寺、開山は蘭渓道隆。総門、山門、国宝の梵鐘などが有名。鎌倉市民は建長寺や円覚寺の修行僧の托鉢の訪問を受けることがある。

浄智寺：鎌倉五山第四位（臨済宗円覚寺派）

 １２８１年、北条時頼の三男宗政の菩提を弔うため妻とその子師時によって創建された。総門前には鎌倉十井のひとつ「甘露の井」がある。

東慶寺：北条時宗の夫人が創立した臨済宗の寺で、様々な理由で男から逃れた女性を救うシステムを持っており、別名かけこみ寺（縁切り寺）として有名。室町時代の香炉に描かれた蒔絵「 eq \o\ad(\s\up 13(はつねまきえひとりも),初音蒔絵火取母)」が有名。

円覚寺：鎌倉五山第二位（臨済宗円覚寺派の大本山）

執権北条時宗とその相談役として中国から招かれていた南宗の臨済僧、無学祖元により、元こうの役で戦死した敵味方の霊を慰めるため、１２８２年に建てられた。以後、建長、円覚両寺がわが国臨済宗の中心として栄え、禅と武士を結び付ける大きな役割を果たした。室町時代の建物で、鎌倉で現存する唯一の禅宗様（ eq \o\ad(\s\up 11(からよう),唐様)）の建物舎利殿、と洪鐘（両方とも国宝）は見逃せない。

葉祥明美術館：絵本作家の葉祥明氏によって立てられた個人美術館。600円

オリジナルグッヅの販売もしている。

鎌倉古陶美術館：古陶の幽玄な美を満喫。「古瀬戸  eq \o\ad(\s\up 11(かいゆうせんもんすいちゅう),灰釉線文水柱)」は中世唯一の釉薬をかけた陶器で、貴重なものである。700円

[image: image3.wmf]
� EMBED Draw.Document.4  ���





� EMBED Draw.Document.4  ���





� EMBED Draw.Document.4  ���








[image: image4.wmf][image: image5.wmf][image: image6.wmf]_1002833028.bin

_1002893383.bin

_1002832666.bin

